
ЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖ
　　　　　　　　　　　　　　　働くあなたの公的年金＆保険
　　　　　　　　　　　　　　　知っ得情報　 NO.１　　　　　 　 　　2006.10.01.
ЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖ
 

■■■■■■■■■■■■目次 ■■■■■■■■■■■■
★保険の基礎知識～どうちがうの？労災と健保～
★年金トピックス～年金見込み額の照会 ～
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
 

１０月から従来の年金についての知識や情報に加え
保険についてもお伝えしていこうと、メルマガをリニューアル
いたしました。
皆様からのご要望やご質問にも精一杯お応えして
行きたいと思っています
どうかよろしくお願いします。
==========================================================
★保険の基礎知識～どうちがうの？労災と健保～
 

今回は、労災保険と健康保険の違いについてお話したいと思います。
 

●まず一つ目の違いは、給付の目的です。
 

労災保険は、仕事中・通勤途上の怪我や仕事が原因で発症した病気について
支給されます。
 

これに対し、健康保険は仕事とは関係のない怪我や病気に対応するもので す。
健康保険法には、健康保険の適用目的として次のように記載されています。
「この法律は労働者の業務外の事由による疾病、負傷若しくは死亡..」
つまり、健康保険は仕事上の怪我や病気には適用しませんよと明記されている
のです。
 

しかし、突発的な事故や怪我で緊急に病院に搬送された場合、この二つの
保険はどのように関連してくるのでしょうか？
 

仕事外の怪我・病気であることが明らかな場合は、健康保険が適用され７０歳
未満であれば通常３割の自己負担を病院窓口で支払うことになります。
 

次に仕事上の怪我・病気の場合、搬送先が労災指定病院であれば、
「療養（補償）給付たる療養の費用請求書」を、お勤め先管轄の労働基準監督
署の労災課で受取り、病院の窓口に提出すれば、自己負担は不要です。
搬送先が労災指定病院ではなかった場合、一旦費用を全額自己負担し、
その領収書を「療養（補償）給付たる療養の費用請求書」に添付して管轄の
労働基準監督署労災課に提出します。そこで、労災認定されれば、負担した
費用は戻ってきます。
 

●二つ目の違いは給付の種類
健康保険には、出産について給付がありますが、当然のことですが、労災にはあ
りません。
そして健康保険には年金制度はありませんが、労災には仕事上で重い障害を
負った場合や家族を残してお亡くなりになった場合に備えるために、障害や傷病
そして遺族の年金があります。
 

●三つ目の違いは保険の対象者
健康保険の対象者ー被保険者は、適用される法人で働く人全員
（原則社長さんも含め）です。
これに対し、労災の対象者は、原則的には労働者に限定されています。
但し、先頭に立って働かなくてはならない立場の中小事業主等のために特別



但し、先頭に立って働かなくてはならない立場の中小事業主等のために特別
加入制度があります。
 

●四つ目の違いは保険料の払い方
皆様の給与からも、健康保険料が天引きされていますよね？
しかし、労災保険は全額事業主負担で、個人単位ではなく事業所単位で
納付します。
そして、労災の場合、人を１人でも雇用した場合、加入義務が生じます。
でも、雇われている人一人ひとりについての新規雇用や退職等について届出の
必要はありません。
労災は、事業主が雇用している労働者の労働災害に備えるために加入し
保険料を支払うものですので、「被保険者」という概念はないのです。
そこが、健康保険は勿論、雇用保険、厚生年金保険とも違う点です。
 

============================================================
★年金トピックス～年金見込み額の照会～
 

５７歳になる女性の友人が、私のアドバイスに従い、インターネットから申し込み
年金見込み額の照会をしました。
これは、５０歳以上の人が利用できるサービスです。
社会保険庁のホームページの
https://www2.sia.go.jp/mg010.php

から、申し込むと１週間ほどして書面で、社会保険業務センターから、
年金見込み額が通知されます。
友人は、６０歳から特別支給の老齢厚生年金が、そして６２歳から
定額部分の支給が開始されます。
 

書面には、年金加入記録のお知らせも同封されていて、就職してから現在
までの加入記録を確認することも出来ました。
記録に間違いはなかったそうですが、もし不審な点があった場合に問合せ
のできる専用電話番号も記載されています。
 

５０歳以降の方は是非一度確認なさる事をお勧めいたします。
 

============================================================
 

～～～～～～編集後記～～～～～～～～
リニューアル第１号のメルマガいかがでしたでしょうか？
次回配信は、１０月１５日です。
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～
*********************************************************
年金についてのご相談なら
西尾雅枝社会保険労務士事務所
社会保険労務士＆年金コンサルタント
西尾雅枝
〒604-8155 
京都市中京区錦小路通室町東入ル
占出山町308 ヤマチュービル２F　N10
電話&FAX(075)241-4586
メールinfo@nishio-sr.com
WEBサイトhttp://www.nishio-sr.com
＊このメールマガジンの無断転載・転用は固くお断りいたします。＊
*********************************************************
------------------------------------------------------------
働くあなたの公的年金＆保険知っ得情報
発行システム：『まぐまぐ！』http://www.mag2.com
配信中止はこちら』http://www.mag2.com/m/0000180112.html
-------------------------------------------------------------
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